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る
資
料
で
行
政
に
翠
言
で
き
る
研
究
一
連
興
が
必
要
で
あ
る
と
主
乞
確
認
し
一
で
あ
っ
た
)
、
何
と
か
食
べ
ら
れ
る

会
に
し
さ

Z
」
い
う
も
の
。
家
庭
の
一
て
い
る
。
一
も
の
を
作
れ
る
自
信
が
つ
い
た
と

主
町
村
議
婦
人
、
農
村
婦
人
な
ど
、
一
と
む
り
の
こ
と
を
警
え
轡
杢
三
ろ
;
今
日
は
忙
し
い
の
で
、
作
れ

い
ろ
い
九
丘
婦
人
届
二
グ
ル
ー
プ
一
ん
は
「
男
女
相
百
ち
自
立
を
某
獲
に
一
ま
せ
ん
で
し
た
μ
と
い
う
雪
さ
霞
き
。

約
士

5
名
で
栂
成
さ
れ
て
い
る
。
努
力
し
、
各
々
の
役
創
弁
資
任
を
果
一
法
閣
に
し
て
も
、
や
っ
と
自
分
の
分

ん
乙
の
中
か
ら
童
書
の
徳
、
義
久
王
宮
」
と
が
、
一
人
一
会
志
分
一
と
き
も
の
お
は
洗
っ
て
平
せ
る

一7c色
、
農
村
婦
人
グ
ル
ー
プ
に
よ
一
野
で
前
進
し
て
い
く
乙
と
で
は
な
い
一
志
つ
に
な
っ
た
き
ろ
へ
、
姿
の
洗

美
る
三
年
聞
の
研
窓
皆
勤
に
つ
い
て
報
一
か
」
と
語
っ
た
。

一
い
物
が
、
滋
樹
皿
機
の
中
に
入
れ
て
あ

掃

き

た

。

一

一

っ

た

。

ぞ

れ

を

き

て

平

し

た

さ

醐
こ
こ
で
明
ろ
か
に
な
っ
た
と
と
一
妻
の
リ

l
ド
で
「
あ
な
た
っ
て
冷
た
い
会
」
の

一

は
、
良
家
の
婦
人
た
ち
の
労
働
条
件
夫
と

し

て

自

立

一

竜

υ

が

極

端

に

悪

い

と

台

」

。

一

一

斉

藤

さ

ん

の

場

合

、

奥

さ

ん

の

忍

さ
四
葉
も
担
い
、
家
庭
経
営
も
担
当
一
国
立
医
療
セ
ン
タ
ー
に
働
く
看
護
一
耐
強
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
、
斉
事
d

F

議
し
て
い
る
婦
人
た
ち
の
関
心
事
は
一
婦
の
夫
の
会
の
斉
藤
敏
勝
さ
ん
は
、
一
ん
の
自
守
を
助
け
た
と
も
宮
唱
え
る
。

引
用
暴
露
仔
定
義
で
き
な
一
議
努
夫
と
し
て
自
分
芦
豆
乙
れ
言
分
の
体
験
か
ら
斉
警

湯
い
し
「
次
代
の
農
業
者
不
足
」
と
い

τ雪
に
自
立
し
た
か
を
報
笥
男
性
一
ん
は
「
夫
笠
宮
で
の
活
動
や
家
事
体

う
こ
と
。
だ
が
現
警
は
労
働
提
供
一
は
、
経
済
的
に
は
自
立
-
し
て
い
て
も
一
験
は
、
男
ま
吉
一
闘
で
い
か
に
自
立

の
み
で
、
経
蛍
に
は
参
加
し
て
い
な
一
家
事
に
関
し
ず
ほ
女
性
に
従
属
U
て
一
し
て
い
な
い
か
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

ん

ぃ

。

一

い

る

よ

ち

と

と

は

、

警

官

自

一

た

。

ず
さ
裏
、
=
δ
、
，
四
(
)
歳
代
の
婦
人
一
立
し
て
い
な
い
女
性
と
同
じ
と
と
が
一
こ
れ
か
ら
は
、
女
性
は
働
い
て
緩

拝
の
八
O
祭
薬
害
八
時
間
以
上
よ
く
わ
か
っ
た
と
語
っ
弓
一
済
的
自
立
を
し
、
夫
妻
署
し
て

ぷ
(
書
士
ハ
持
哩
δ
分
)
農
作
業
一
重
己
ん
は
、
現
在
の
警
仕
事
一
女
怒
ら
自
立
す
べ
き
。
特
に
女
性

藤
に
従
事
し
た
よ
家
事
一
も
:
:
:
。
一
(
霊
知
)
を
や
め
な
い
乙
き
条
万
強
い
棄
で
男
に
塞
警
さ
せ

農
機
一
県
の
操
作
実
行
っ
て
い
る
人
一
件
に
結
婚
。
蓑
が
夜
勤
の
時
で
も
家
一
る
杏
つ
に
す
る
べ
き
だ
』
と
結
ん
だ
。

一
曹
を
開
催
し
て
い
る
。
壁
δ
歳
代
で
は
六
O
傷
、
四
O
歳
一
事
一
切
を
妥
が
引
き
受
け
る
の
が
当
一

一

懇
重
富
で
の
活
動
の
中
か
ら
佐
藤
一
代
で
七
四
均
年
間
書
で
も
四
O
示

と

思

っ

て

い

た

。

一

一さ
ん
は
「
婦
人
間
理
男
の
富
で
一
代
で
三
七
日
、
=
一
定
で
三
五
弓
一
だ
が
、

5
2る
長
日

1
li
l--

後
、
芸
に
出
去
ザ
と
し
て
も
、
社
一
一

5
歳
撃

τ四
O
歳
代
の
主
婦
一
志
結
果
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
護
、

一も
あ
る
。
男
の
入
室
警
込
み
な
一

ζ
己
た
と
と
か
ら
農
家
婦
人
の
一
は
一
転
。
い
や
で
も
家
事
・
富
吃
一

l
!
主

食

地

球
の
各
地

会
思
議
員
か
ら
警
か
つ
て
一
を
対
象
に
ぷ
つ
は
守
つ
/
艶
告
文
章
コ
l
ス
は
=
一
年
間
連
続
開
催
。
京
宍
一
人
一
人
の
女
の
力
選
ま
健
康
管
理
の
た
め
の
謡
、
毎
い
、
経
一
直
事
き
季
得
な
く
な
っ
た
。
一

E
R
一
語
煙
の
臭
い
が
宴
っ
と

い
る
と
、
か
つ
て
の
能
力
は
さ
び
つ
一
の
町
能
性
、
助

Eつ
/
こ
れ
か
ら
一
カ
?
ノ
セ
ラ
l
・
コ
l
ス
は
、
七
月

一
っ
て
互
い
に

Z
Tト
し
合

2
Lと
一
蛍
に
も
参
画
し
豊
か
な
く
ら
し
づ
く
一
だ
が
、
遂
事
も
育
児
妻
あ
さ
っ
一
一
色
町
一
め
る
険
患
な
日
々
が
続
い

き
伎
に
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
。
ζ

百
人
生
H

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ス
タ

l
Fち
開
撃
さ
な
っ
て
い
る
「
婦
京
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
一
主

ε呼
怒
り
た
。
正
や
っ
て
い
い
か
わ
か
ち
な
い
の
一
三
寸
一
て
い
る
宅
、
乙
れ
は
ほ

れ
を
復
活
さ
せ
志
ヌ
」
M

ト
レ
l
ニ
一
ト
支
持
た
。
一
人
の
た
め
の
婦
人
に
よ
る
婦
人
の
相
一
な
い
か
」
と
翠
巴
た
。
一
ぎ
た
、
消
費
者
と
生
産
者
の
橋
渡
一
と
、
家
事
育
思
同
女
性
が
や
る
も
の
一
一
・
八
一
っ
と
す
る
話
題
だ
っ
た
。

ン
グ
・セ
ン
タ
ー
を
設
需
一
「
主
婦
の
リ
ハ
、
ち
で
す
か
」
と
哀
書
(
仮
称
)
の
母
体
に
も
な
っ
一

τ害
警
な
る
た
め
の
研
究
も
重
と
い
う
固
定
観
奈
あ
っ
て
垂
れ
が
一

言

止

ウ
ズ
ラ
の
卵
を
ブ
ラ
ジ
ャ

E
E
E
-
E

地
子
第
聞
記
者
に
言
れ
た
と
と
一
て
い
る
。
主
義
コ
l
ス

喜

一

健

全

な

流

通

の

一

ね

て

い

る

。

安

時

キ

ュ

ウ

リ

に

一

あ

っ

た

。

一

{

望

み
内
側
に
抱
い
て
ふ
化

・

・

聞

闘

も
あ
っ
た
が
、
護
憲
宣
言
心
に
「
婦
人
の
た
め
の
情
報

一

橋

渡

し

の

そ

之

、

車

場

っ

五

「

襲

撃

量

産

自

一

さ

せ

た

と

い

う

の

で

あ

.

.

.

.

.

.

.

 

学
習
コ
l
ス
、
生
活
技
術
習
得
コ
l
一
サ
ー
ビ
ス
誌
」
(
仮
想
も
算
手

一

一
で
も
い
い
の
に
と
貫
品
川
、
生
産
者
五
は
ば
か
り
、
保
直
へ
お
ぶ
っ
て
一
る
。
横
浜
男
動
葬
き
空
語
・

圃
・
調
圃
・
・
・

ス

包

王

立

で

、

し

か

も

、

そ

の

辺

一

る

予

事

、

可

形
県
婦
命
題
研
究
会
は
、
婦
人
一
盟
、
ま
っ
す
ぐ
な
も
の
で
な
い
と
一
子
Y
妻
連
れ
て
い
く
に
も
下
を
向
一
木
佐
華
砂
圭
え
が
飼
っ
た
ウ
ズ

圃

・

・

・

圃

に
雲
カ
ル
チ
ャ
ー
・セ
ン
タ
ー
的
一
審
ヂ
ん
た
ち
は
、

ζ
己
た
学

一問
題
に
対
す
る

Eい
認
習
量
一
流
通
に
乗
れ
な
い
|
|
売
り
物
語
一
い
て
歩
い
た
」

5
7
一
ラ
の
雌
が
卵
重
ん
だ
。
京
空

.

.

.

.

.

.
 
-

聞

な

お
で
は
な
い
き
に
と
警
ひ
一
習
活
動
の
ほ
か
、
地
域
芸
名
連
亙
雪
深
め
、
生
活
の
実
雪
中
か
一
是
い
と
い
っ
た
両
者
の
立
場
に
違
一
乙
の
と
ろ
、
斉
警
ん
は
寄
宿
一

2γUな
い
の
で
、
「
自
分
の
語

.

.

.

.

.

.

.

 

ね

っ

た

。

事

持

つ

た

め

、

昭

和

五

十

五

年

か

一ら
婦
人
問
題
の
罷
警
婦
人
自
身
の
一
い
が
あ
る
乙
と
、
差
、
慶
業
喜
一
き
霊
己
に
従
っ
て
食
事
を
つ
く
れ
る
一
で
ふ
化
主
主

強
燃
に
個
憧
と
能
掬
寄
生
か
す
た
瓜
切
に

l

五
月
一
干
八
日
、
「
第
七
回
日
本
婦
合
雲
織
」
(
義

・
労

働
省
)
が
、
墓
京

・
大
手
町
の
サ
ン
ケ
イ
会
館
で
開
か
れ
た
。
開
会

議
処
国
連
婦
人
の
一

O
年
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
始
め
ら
れ
、
毎
年
、

日
本
全
国
か
お
参
加
者
を
募
っ
て
語
れ
て
い
る
ο
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
あ

A
6る
分
野
へ
の
男
女
の
共
同
参
加
|
|
共
に
個
性
と
能

力
を
生
か
す
た
め
に
」
。

浜
松
婦
人
懇
窒
E

か
ら
は
「
婦
人
の
自
立
と
埜
古
参
加
房
昌
慣
υ

て
」
、
山
震
婦
合
題
研
究
会
か
ち
は
「
襲
警
へ
の
婦
人
の

キ
夜
的
参
加
を
進
め
る
|
|
三
年
閣
の
研
容
窃
動
か
ら
得
た
も
の
|

l
」
、
国
立
医
療
セ
ン
タ
ー
に
雪
量
婦
の
夫

2
Eか
ら
「
毒

婦
の
夫
と
し
ず
T
|
家
庭
仕
事
男
女
の
自
立

E
T」
と
題
し

て
活
動
事
例
の
発
表
。
全
体
討
論
で
は
、
経
詳
論
考
高
原
須

.
美
子
、
お
茶
の
水
女
子
穴
学
教
授
の
拐
提
出
抽
彦
、
回
本
経
済
新
聞
記

者
・
藤
原
房
子
各
氏
主
講
師
に
、
そ
の
旬
池
辺
忠
男
(
会
社
社

長
)
、
河
内
久
男
(
父
親
グ
ル
ー
プ
)
、
ヤ
ン
ソ
ン
由
実
子
(
評
論

家
)
各
氏
を
意
見
発
表
者
に
行
わ
れ
た
。

従
来
、
婦
人
問
題
と
い
、
マ
と
婦
人
の
自
立
ば
か
り
が
叫
ば
れ
て
い

た
が
、
今
回
の
会
織
で
は
と
れ
が
一
転
、
男
性
に
も
自
立
の
必
要
が

あ
る
1
上
家
事
か
ち
の
自
守
を
す
べ
き
、
そ
し
て
と
れ
が
、
男
女
と

も
に
社
会
に
参
加
し
、
本
来
の
男
女
平
等
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
す

キ
ッ
カ
ケ
に
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

男
が
自
立
す
る
と
は

共
に
体
験
し
つ
つ
道
拓
こ
う

サ
ビ
を
落
と
し

能
力
の
復
活
を

。日請製粉

発
芽
の
た
め
の

無
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
秘
め
て
い
る
、

小
麦
の
庖
芽
。

小
麦
の
匪
芽
に
か
く
さ
れ
た
生
命
の
神
秘

ひ
ろ
ぴ
ろ
と
し
た
麦
畑
の
中
の
-
本
の
小
変
。盟
か
な
実
り
を
結
ん
だ
穂

先
の
ひ
と
つ
ぶ
。
そ
の
ま
た
小
さ
な
部
分
、
発
芽
の
た
め
の
成
長
の
エ
ッ
セ

ン
ス
を
た
く
わ
・
λ
た
小
麦
臨
芽
・
:
。
そ
唱
』
に
は
、
私
た
ち
の
健
康
の
カ
ギ

を
撮
る
‘
ビ
タ
ミ
ン

E
や
リ
ノ
1
ル
酸
な
ど
、
多
く
の
栄
養
成
分
が
ぎ
っ
し
り

つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
ネ
ズ
ミ
が
小
交
を
か
じ
っ
た
あ
と
を
調
べ
て
み
た
ら
、

朕
茅
部
分
だ
け
が
き
れ
い
に
な
く
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
事
実
が
あ
る
く
ら
い

で
す
。
ネ
ズ
ミ
は
き
っ
と
、
本
能
、て
、
即
位
芽
の
す
ば
ら
し
い
秘
密
を
知
っ
て

い
た
の
で
す
ね
。

自
然
の
恵
み
が
い
き
て
い
る
、
リ
ブ
ロ
ン
小
麦
匪
芽
泊
。

す
ば
ら
し
い
自
然
の
恵
み
を
秘
め
た
小
麦
伍
芽
。
日
清
製
粉
で
は
、
そ

の
竺
A

叩
を
育
む
力
仁
着
目
し
、
昭
和
十
年
、
他
に
先
が
け
て
研
究
を
開

始
し
ま
し
た
。
以
米
、
多
年
に
わ
た
り
独
自
の
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
を
つ
み
重

ね
、
わ
が
凶
は
じ
め
て
の
小
麦
朕
芽
油
、
「
リ
プ
ロ
ン
」
を
完
成
。
現
在
の

小
交
wm
芽
プ
l
ム
の
先
駆
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

• ヘ

小
麦
匪
芽
油
製
品
と
し
て
、
第
一
号

J
S
D
マ
l
ク
を
獲
得
。

J
S
D
7
1
ク
は
、
附
日
本
栄
養
食
品
協
会
が
厚
生
省
の
指
導
の
も

と
に
、
ぷ
4

ポ
栄
集
成
分
、
品
質
が
適
正
で
あ
る
食
品
に
つ
け
て
い
る
安
心

の
印
で
す
。
天
然
の
ビ
タ
ミ
ン

E
tリ
ノ
l
ル
酸
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
た
っ
ぷ
り

合
ん
だ
、
リ
プ
ロ
ン
小
変
wm
芽
油
は
、
第
e

号

J
S
D
マ
l
ク
を
獲
得
し

ま
し
た
。
小
麦
粉
メ
ー
カ
ー
な
ら
で
は
の
、
良
質
の
小
巨
丸
か
ら
純
度
の
高
い

肢
芽
油
を
と
り
出
す
技
術
と
、

一
貫
し
た
生
産
体
制
、
医
薬
品
な
み
の
徹

底
し
た
品
質
管
理
で
、
多
く
の
々
か
ら
ご
支
持
を
い
た
だ
い
て
い
ま
女
三
』
{
家

族
の
健
康
管
理
に
、
ゆ
か
ら
だ
u
に
合
わ
せ
て
適
設
を
お
摂
り
く
だ
さ
い
。

「
百
清
製
粉
の
リ
ブ
ロ
ン
小
麦
股
芽
油
企
ど

ご
指
名
な
さ
る
方
が
ふ
え
て
い
ま
す
勺

-・E玄T!1ヨ・・
i・お問い合わせは 日清製粉株式会社事鯉l
干1旧東京車中央Z日本劇仰11912ft'!回)細部(デイヤルイオl

小麦伍芽油
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2
bほ
、
よ
く
毎
也
ケ
l
ス
官
昔
。
る
宵
唱
状
が
ヤ
マ
と
来
る
。
岸
本
吉
一
訴
訟
安
J
づ
ロ
昇
段
い

2
4か

私
Y
民
ぽ
と
れ
に
は
向
の
輿
蝿
も
あ

一ん
は
い
う
o

「
そ
れ
こ
早
段
ボ
ー
ル
一
ち
o
で
も
、
裁
判
所
っ
て
へ
ン
な
と

的
重
せ
ん
。
信
者
で
な
い
家
族
の
間
一
箱
に
一
つ
全
一
つ
ど
こ
言
わ
さ
一
己
ろ
手
ね
り
今
度
の
判
決
で
わ
か

も
ち
も
穴
切
手
。
し
か
し
靖
国
土
じ
ゃ
な
い

o
E萎
え
が
学
校
で
一
り
に
く
い
き
ろ
、
自
配
は
連
憲
だ

綾
日
出
品
作
祉
に
由
山
配
す
る
の
は
こ
れ
と

一
い
や
が
A
再
評
語
丹
口
た
こ
と
も
多
か
一
が
必
友
舎
山
口
県
支
曜
に
悼
と
ι

全
長
祭
事
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
っ
た
き
で
す
。
私
だ
っ
た
竜
三
重
量
取
り
ち
ら
付
霊

園
高
正
ど
っ
て
品
製
お
こ
す
五
靖
国
法
案
に
反
対
し
て
い
ま
す
一
ま
つ
わ
れ
た
人
が
、
自
ら
併
に
五
五
た
か
ぎ
か
o
そ
れ
な
の
に
、
一
歩
三
重
力
が
な
い
と
却
下
し

石
ど
と
い
う
と
、
大
悪
女
闘
士
、

一が
、
靖
国
君
主
事
を
つ
"
を
な
る
己
と
突
一
つ
の
抑
レ
か
恕
め
一
中
谷
芋
ん
は
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
詰
一
て
い
吾
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
?
つ
ま

一
議
と
嬰
凡
主
い
さ
つ
。
だ
な
と
伝
い
っ
て
い
ま
骨
ん
。
靖
国
一
な
い
キ
リ
ス
ト
教
妄
く
相
い
れ
な
一
の
会
」
。
一
り
事
と
し

q
g
R
山
口
一
国
神

一
が
中
事
岱
睡
で
も
が
「
己
れ
が
一
神
話
ヨ
包
豪
と
じ
て
そ
の
一
い
の
手
。
ま
つ
ら
れ
き
一
喜
」
一
婚
事
盟
主
っ
匂
夫
富
一
社
に
ま
つ
主
℃
い
る
w
害
事
文
ι

一
あ
の
人
。
」
と
一
号
μ
オ
パ
サ
、
〆
一
祭
事
す
詰
い
い
。
君
告
、
一
と
わ
量
制
一
ま
で
恕
響
、
非
国
竺
に
と
っ
て
盟
主
主

R
U軍
一
の
名
は
君
主
以

s
dな
い
。

京
と
し
た
人
で
あ
る
。
岸
杢
宇
佐
一
あ
円
が
た
宝
石
お
は
み
な
い
っ
一
扱
い
す
る
、
己
の
思
想
が
己
わ
い
と
一
室
で
し
た
尚
宍
出
来
嵐
い
の
一
私
も
号
」
の
と
己
主
く
わ
か
A
忍

一
「
ご
く
荒
霊
祭
、
あ
っ
た
中
省
一
し
ょ
く
な
L
揮
ん
で
年
つ
目
本
人
一
嬰
め
で
す
」
。
一
眼
H

だ
っ
%
し
か
も
以
は
、
山
口
一
か
つ
れ
わ
で
す
か
、
あ
と
で
一
華
士

一
さ
ん
す
し
の
訴
訟
室
長
と
い
一
に
は
極
め
で
わ
か
り
に
く
い

Eで
中
八
告
さ
ん
が
覇
を
思
い
立
っ
て
一
号
援
隊
父
兄
告
の
副
童
事
一
さ
ん
の
解
撃
部
員
当
事
龍

一

2
と
ろ
に
こ
の
裁
判
包
管
轄
の
一
一
す
か
、
私
「
古
4

キ
リ
ス
ト
教
徒
は

一
一
色
、
一
人
否
ど
う
に
も
容
口
な
か
一
っ
た
こ
忘
あ
る
A
q
瞳
国
霊
合

一
力
が
な
い

Lい
品
は
山
口
県
支

一つ
が
あ
争
と
恩
つ
の
で
す
。
ク
リ
ス
一
つ
の
神
し
か
信
じ
ま
哲
ん
。
瞥
削
も
一
っ
た
る
つ
。
た
ま
た
正
中
討
さ
ん
が

一
配
を
あ
内
示
た
が
り
大
寓

V
Uて
い
一
連
亭
訴
え
た
の
密
主
添
い
で
、
回

目

一

て

ン

で

喜

害

復
、
ご
く
一
豊
富
由
は
あ
立
む
た
が
、
竺
富
し
て
い
自
白
雲

E

量

百

五

で

も

な

い

H

と
い
う
わ
一
樹
曜
か
隊
友
会
喜
怒
え
た

2

0

一

一
け
て
逆
に
話
取
息
下
五

一
か
っ
た

Eい
の
匂
で
も
へ
ン
で

ー

一
変
役
す
誰
こ
一又
し
告
平
い

一
目
立
主
刊
誌
一
町
れ
射
殺
起

用

一

正

孝

4
メ
串
肉

l
B
l
u
dに
A
戸

言

言

書

霊

長

聖

一

削

が

あ

り

喜

一

言

り

昨

6

一

一
か
、
妥
問
蓄
え
も
い
主
主
主
が
ち
が
っ
て
い
る
な
ら
い
る

咋

「
逆
コ
ー
ス
、

f
jてい
肩
書
記
り
切
手
、
一

妻

の

宗

教

土

の

人

格

権

を

侵

す

一

沼

郡

山

告

が

一

日

れ

れ

同

長

5
一

こ

の

ご

ろ

、

も

し

か

し

で

懇

い

判

慎

一

神

高

川

の

主

人

も

三

人

が

入

り

、

三

の

ぺ

占

友

重

て

を

白

い

眼

の

一

い

ま

す

か

恒

一

足

」

。

羽

京
出
島
じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
一
人
は
外
で
待
っ
て
い
た
。
一
自
問
に
考
そ
一
人
の
人
室
一
つ
面
は
、
す
べ
て
包
薮
の
よ
に
あ
る
一
師
、
富

-
Eは
、
基
の
問
題
に
一
中
可
申
ハ
会
ん
は
九
年
厚
ん
は
一
「
申
怠
劉
起
っ
た
己
ろ
、
私

志

し
て
い
た
の
で
す
よ
」
と

n
R
a
一
「
広
島
高
警
警
広
島
の
章
一
宗
教
室
つ
れ
な
い
毒
主
義
断
一

n聖
書
と
レ
て
存
在
レ
、
キ
リ
一
躍
い
問
、

ν
Zつ
人
で
、
議
里
亙
字
。
白
雪
主
瓦
も
ぷ
最
長
、
一
た
を
蕗
罪
語
学
歳
の
雲
の

目

玉
平
ん
神
高
川
語
表
宏
貢
、
一
神
社
な
ん
で
す
ね
。
雪
主
面
の
一
わ
巴
弓
と
え
ぎ
」
れ
が
富
一
ス
|
霊
童
饗
毎
完
で
い
た
一
葉
ゐ
閣
で
主
主
主
主
主
い
ま
描
岡
李
の
-
主
主
っ
て
一
語
で
し
さ
じ
存
聞
の
雪
十
歳

吾
妻
子
主
は
い
う
。
高
覇
民
一
宣
雇
力
が
た
く
さ
ん
だ
ま
っ
て
い
一
さ
れ
Fuhι
。
漕
厚
相
守
主
お
り
の
で
す
。
と
ん
な
と
と
が
再
び
く
り
一
学
習
参
嗣
い
て
い
る
企
っ
弓
一
い
弓
一
は
自
患
の
町
、
霊
泉
首
捕
監

の
目
、
神
奈
川
玄
雲
か
号
、
代
一
て
、
私
た
ち
に
胤
言

Z
Eて
:
一
し
て
い
る
お
を
費
や
皇
杷
し
一
が
え
さ
れ

42uで
い
る
。
そ
れ
一
林
民
の
存
宗
中
ハ
舎
主
主
え
た
一
「
し
か
し
、
裁
判
っ
て
本
吉
一
宮
衛
隊
員
の
き
か
り
手
。
こ

努
依
図
画
子
充
、
塁
走
ち
一
。
。
そ
ん
な
雰
囲
車
中
で
、
予
想
て
し
ま
っ
%
唾
の
b
p
n週
一
に
私
た
ち
は
反
対
し
て
い
る
の
で
一
の
は
ま
が
い
な
い
。
い
や
夜
空
大
変
な
も
の
子
相
。
こ
ん
な
に
全
の
人
た
ち
に
自
館
時
は
い
り
な
い
な

五
人
の
メ
ン
バ
ー
が
広
島
へ
向
っ

一以
お
あ
の
判
院
が
出
を
と
、
本

一事
室
寡
薗
い
て
い
た

Eめ
し

す

」

。

一

言

ι多
か
っ
た
。
山
口
県
は
保
守

τ詰
が
か
か
る
君
在
思
い
ま
一
y
さ
で
も
い
え
草
~
し
か
し

た
。
全
国
守
口
議
す
る
人
た
事
-
当
に
感
激
で
し
た
」
。
が
つ
か
な
い
μ

と
い
う
一
空
惨
事
一
「
一
当
人
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
占
で
一
的
な
と
こ
ろ
で
宮
神
社
も
事
竺
せ
ん
で
し
た
」
島
幸
~
。
一
私
時
自
重
量
震
だ
と
思
っ
て

・
酬

川

に

訪

問

範

子

一日
目
括
経
長
一
抗
日
時
一
軒
並
立
と
荷
主
一
説
詳
し
て
長

ん
お
は
♀
草
す
」
。
「
私
た
ぢ

一キ
リ
ス
ト
教
と
双
方
に
昭
電
と
い
一
ね
、
出
て
臼
」
と
い
っ
た
た
ぐ
い

一
「
と
に
か
く
金
が
な
い
と
と
に
は
一
じ
苦
し
ん
で
い
苧
人
と
奪
ち
妻

一
な
い
人
主
夜
で
し
弓
巾
ハ
会
宇
ん

【
事
件
の
概
要
】

中
(
袋
一
の
事
の
拭
も
ち
は
徳
容
れ
、
一
方
一
描
い
た
昭
γ
七
年
三
尺
向
車
か
一
己
妻
君
。
抗
婚
す
7
2
「
国
の
一
の
早
知
起
っ
た
と
草
は
己
れ
は

さ
ん
言
ハ
可
夫
妻
さ
ん
は
と
主
的
に
島
堅
調
で
震
が
括
主
主
宍
瞳
国
神
社
に
台
配
す
る
、
一
た
控
死
会
の
だ
か
ら
、
捜
国
神
百
分
自
身
の
問
題
だ
と
思

(2 ) 

自
衛
官
合
杷

拒

否

訴

訟

〈木曜臼 〉

自
閣
官
の
夫
の
遺
品
円
売
一
方
的
に
纏
同
神
社
に
由
記
ぎ
れ
た
褒
が
、

信
教
の
臼
巾
、
政
教
分
離
の
闘
則
に
反
す
争
と
、
台
記
手
つ
づ
安
め
取
消

し
を
求
め
た
「
声
曲
自
由
紀
担
再
訴
訟
(
中
佐
裁
判
)
」
の
伸
訴
帯
判
決

が
、
一
目
、
広
同
高
認
で
戸
村
わ
れ
、
「
由
配
は
、
曹
の
宗
教
長
り
人
格
構

長
レ
、
政
教
分
離
の
原
則
に
事
U
連
座
と
原
告
の
中
昌
康
平
さ
ん
の

い
い
分
を
ほ
笠
圭
目
的
に
認
め
る
判
棋
を
く
だ
し
た
。

な
お
、
判
棋
は
合
配
早
め
も
の
は
海
軍
と
し
な
が
ち
H

色
配
取
り
柄
レ

申
炉
は
、

M

相卓

4F
の
陣
茎
E

(

自
画
障
O
B
の
組
轍
〕
山
U
竪又

部
に

4
事
者
能
力
が
な
い
M

と
長
り
て
い
る
の
で
、
中
谷
康
子
芭
ん
は
、

あ
く
ま
で
合
一
息
労
相
レ
を
求
め
て
鰻
高
裁
に
上
告
す
る
。
当
孫
、
同
制

の
巻
き
返
し
が
予
想
さ
れ
る
。

H
本
人
に
と
っ
て
極
め
て
わ
か
り
に
く
い
と
い
わ
れ
る
政
治
主
京
教
と

の
間
弱
話
、
平
凡
な
一
自
喜
子
差
か
っ
た
中
華
子
亨
録
、

同
を
相
手
に
裁
判
に
ま
で
も
ち
こ
ん
だ
起
債
は
り

安売~ ./、来1T~

回年度TV大賞個人賞受賞のドキュメンタリ

ーディレクタ

脚
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釜~

ベ
シ
ペ
ル
で
ち
ょ
っ
戸
亦
わ
っ
た
人
々
を
つ
か
っ
て
ド
う
?
を
特
ぎ

ド
キ
ュ
メ
ン
タ

V
品
認
申
す
る
の
せ
で
い
る
。
曲
畳
が
人
び
定
集
め

で
眠
閣
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ト
ネ
て
こ
う
い
う
わ
弘
知
ち
T
V
由

シ
ア
餌
ニ
ュ
1
ギ
ニ
ア
た
は
、
原
抽
材
に
協
H
レ
つ
戸
話
じ
る
と
こ
ろ
か

時
代
そ
包
畢
主
い
っ

τよ
い
慣
旗
己
準
青
六
琶
を
思
い
出
し
、
語
る

が
事
接
っ
て
い
る
が
二
」
の
口
紹
両
長
の
話
の
由
閣
に
ド
ラ
マ
が
人
る

什
ぎ
れ
る
ぎ
Z
宅
、
五
五
円
年
の
だ
が
、

E
7
7生
享
ゐ

zt

に
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師
が
入
る
ま
メ
ン
タ
リ
!
と
い
う
の
実
お
そ
ら

で
、
圭
く
文
明
記
融
れ
在
」
と
が
な
く
初
診
の
己
と
だ
る
つ
。

く
石
器
時
代
の
生
活
を
送
っ
て
い
偶
黙
の
こ
と
だ
が
、
ド
キ
z
メ
ン

昨
年
、
日
本
一
テ
レ
ビ
呆
裂
童
た
。
そ
の
大
量
ヴ
ク
メ
リ
y
ク
の
タ
リ
l
の
名
作
首
吉
辰
野

さ
れ
た
一
圃
め
申
由
・
揖
南
地
方
少
生
涯
軒
錆
き
、
，
石
器
時
代
か
ら
担
ル
チ
ャ
よ
ホ
l
ル
」
(
東
京
都
T
代

農
繁
指
い
事
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
袋
革
芸
局
H

宮
署
君
主
、
官
有
楽
町
苦
正
パ
陪
〕
で
も

l
高
組
で
、
T
V
大
賞
個
人
質
#
受
何
し
ろ
、
こ
m
V
大
白
星
の
若
い
こ
ろ
六
月
十
一
日
か
ら
工
ハ
里
ま
で
H

市

賞
し
た
高
康
子
苧
ん
が
、
六
月
十
の
フ
ィ
ル
ム
な
露
る
わ
り
が
な
い
阿
蝶
子
特
集
み
相
ん
で
い
る
ち
ち

七
白
放
送
の
臼
害
7
レ
ヒ
・
木
岨
ス
の
で
、
酋
長
の
一
際
布
、
ダ
ニ
族
の
ょ
っ
と
「
市
岡
藤
子
ウ
イ
l
h乙
と

い
う
と
E
用品匂

T
V
大
賞
侵
貸
パ
l
チ
ィ
l
の
と

き
、
司
告
の
三
枝
伸
介
主
市
岡
さ
ん

の
間
宮
が
直
白
か
っ
た
。

「
外
周
米
開
の
埋
か
り
で
の

取
材
で
す
っ
て
担
。
一
回
の
取
材
に

ど
れ
く
ら
い
か
か
る
ん
で
す
か
」

「
大
体
、
今
月
か
ら
一
年
く
ら

「
大
零
ふ
る
一
足
」

「
で
も
、
私
の
取
材
す
る
介
」
と
ろ

は
近
い
で
す
か
A
d
、
途
中
で
二、=一

回
日
本
に
帽
盟
草
す
か
ら
・
」

「0
2
0
・
ワ
璽
南
は
泣
い
ん
で
す

って
ノ

:」

担
南
が
逗
い
な
ど
と
い
う
と
三
波

t需三掴郵イ費朝関可)

市岡康子

ぷ輔、

第 6ワ3号第 6ワ3号

で大評判の「有利さ」

{車三橿郵唖物館司l

と「手軽さ」
証券貯蓄

定

期

預

金

の

有

利

さ

と

普

通

預

金

の

便

利

さ

を

ワ

ン

セ

y
ト

中
期
国
債
フ
ァ
ン
ド

ア
あ
新
制
征
一
持
貯
誼
『
あ
な
た
は
主
U
円
九
も
な
っ
て
主
雪
。

も
っ
と
利
男
寄
が
二
一
年
望
福
聞
で
な
ぜ
ト
ん
な
に
大
き
く

前
、
証
券
金
社

p
p開
発
売
声
杭
る
閤
γ

き
か
と
い

2
「
年
五

・六
九

平
、
爆
発
問
ヒ
ッ
ト
字
程
日
開

kι
貯
白
骨
(
六
月
一
日
現
在
)
の
好
利
回

前
回
り
ニ
ュ
ー
ス
タ
l
弓
で
は
、
な
円
垂
一
カ
月
担
割
ピ
国
主
九
牧
戸
、

ぜ
ぷ
期
国
圃
フ
ァ
ン
ド
が
大
告
な
つ
ま
り
、
判
長
が
一カ
月

RSに
慣

人
気
を
呼
会
の
か
。
襲
の
貯
苗
利
連
盟
員
、
利
が
裂
掌
ん
で
大

常
醐
を
萌
え
た
、
魅
力
の
融
つ
定
き
く
成
長
す
る
シ
ス
テ
ム
重
っ
て

ス
ポ
y
ト
童
で
て
み
去
も
い
る
。
他
貯
醤
で
は
真
似
の
で
き
な

章
子
、
下
衰
を
♀
買
い
た
だ
き
た
い
拍
車
悪
用
U

軍
用
法
如
、
短
期
間

い
。
と
れ
は
中
期
国
債
フ
ァ
ン
ド
と
で
も
壇
え
奇
脳
第
九
。
ζ
の
裡
利
連

銀
行
頭
舎
詰
嬰
昆
ベ
た
お
用
と
い

28H『
長
長
け
る
望

だ
が
、
一
年
以
内
の
演
れ
入
れ
の
咽
有
利
に
な
る
か
色
、
一

一年、

一-一年
と

合
、
申
期
国
圃
フ
ァ
ン
ド
の
利
息
が
い
っ
た
唱
の
畏
い
貯
苗
に
も
向
い
て

断
然
有
利
な
の
か
わ
か
る
。
元
晶
め
い
る
。

一
O
方
円
を
一

8万
円
に
す
壱
と
さ
て
申
期
国
圃
フ
ァ
ン
ド
の
魅

五
カ
月
預
り
人
れ
の
君
、
舞
踊
力
量
-一
臣
、
自
り
薗

Z有

舎
の
リ
嵐
の
震
実
に
一
六
、
六
利
ざ
に
如
実
、
お
金
の
胆
レ
入
れ
が

安帯 f、議斤~

伸
介
安
安
」
自
を
白
出
張
、
東
南
ア
ジ
ア
担
当
。
い
ま
信
鑓
の
は
、
思
い
あ
が
り
も
い
い
を
ろ
で

市
岡
苧
~
に
と
っ
て
佳
韮
己
に
議
)
聞
艇
を
等
良
廃
止
ち
つ
づ
吋
た
す
よ
」
。
そ
し
て
未
聞
の
人
も
「
文

弓
市
岡
さ
ん
m出
所
属
す
る
「
円
本

ζ
の
番
匂

H

映
像
入
額
デ
と
自
明
人
と
阿
し
o
ず
る
い
人
、
茶
話

映
融
紀
組
セ
ン
タ
ー
」
(
司
事
ア
レ
伯
と
も
L
い
わ
れ
、
世
界
的
に
も
注
な
入
、
鉱
畏
な
人
、
い
い
か
げ
ん
な

ビ
系
「
す
ば
ら
し
い
世
界
旅
行
」
な
聞
大
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
七
年
、
人
6

や
た
ら
も
の
宇
叡
し
が
る
男
、

y
を
製
作
)
は
、
ス
タ
ッ
フ
童
疎
こ
の
チ
1
7プ
ロ
ヂ
ュ
!
?
ゐ
牛
誠
な
人
・
1

0

N

人
間
一
炉
つ
て

の
地
警
』
」
に
分
け
て
い
る
が
、
市
山
純
一
氏
が
、
日
本
テ
レ
ビ
か
角
経
ど
ん
な
社
会
に
も
あ
る
み
た
い
・

岡
さ
ん
の
間
当
は
ア
ジ
ア
、
璽
南
ア
立
「
臼
本
映
慢
舵
鋸
セ
ン
タ
ー
」
を
」

ジ
ア

d
tゅ
に
も
っ
と
も
逗
日
の
ぐ
設
立
し
た
と
き
、
数
人
の
閥
横
と
一
甫
岡
さ
ん
が
ぜ
ひ
や
り
た
く
て

制
作
巾
、
一
、
二
度
、
打
合
わ
せ
や
レ
ょ
に
事
加
。
以
来
、
己
の
分
野
一
ま
だ
充
分
で
な
い
と
出
っ
て
い
る
の

骨
一
休
み
の
た
め
帰
る
と
と
が
出
来
す
じ
。
一
車
の
士
一
分
む
を
百
本
を
は
、
未
聞
の
砲
繁
り
，
虫
宇
届
く
こ

1
I
l
l
i
-
-
1
1
i
l」
邸
守
に
し
、
文
明
と
は
ほ
Y
速
い
辺
と
M

。
「
女
の
主
出
ぼ
地
瞭
な
ん
で

一

f

一

軍
音
量
柑
す
る
毒
事
弓
す
。
芋
量
っ
て
熊
て
つ
ぶ
し

一

ト

t

附
ワ

ミ

一
日
本
で
は
己
の
分
野
で
唯
一
の
女
て
。
睦
に
な
Fqdな
い
。
隈
憶
に

一

士

宛

放

J
J

一
性
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
(
そ
握
、
韓
喜
毎
回
に
な
っ
て
主
事
ん
で

一

d
ー

を

た

一
軍
芸
書
女
性
実
益
菩
で
す
。
そ
こ
へ
雪
夫
毎
持
弓
戦

一

ノ

-
h

き

一
い
る
が
)
。
世
界
で
角
高
で
制
下
だ
と
重
な
ん
で
王
。
畑
町
や

一

長

代

摘

tて
い
る
人
は
か
な
り
い
る
が
、
す
い
。
吉
宗
、
震
に
喜

一

世

時

を

官
位
一
人
で
、
と
い
司
最
長
。
享
え
て
い
患
は
、
と
い

-Z差

一

』

生

器

性

高
装
宗
務
レ
て
い
て
も
文
ん
で
す
o
開
の

d
H
な
ん
工
高

一

〉
三

石

女

里
会
と
思
命
露
出
て
間
レ
ジ
ベ
l
で
2

0

一
度
、
女
の
人

一

J

7

る

の

臼
い
。
正

5
6
F
E
主
に
聞
い
た
ん
手
。
再
定
事

一

回

て

界

一
四
人
ほ
ど
H

元
・
曲
言
い
た
が
、
安
の
{
告
と
呂
需
要
員

一

目

き

世

一
警
は
た
め
字
、
申
告

Zメ
主
一
ワ
そ
し
芸
ウ
ン
き
そ

一

唱

生

の

一

リ
y
ク
氏
量
ん
だ
と
い
う
o
命
か
ら
、

4軍
事

の

ま

担

。

一

未

帆
一
そ

一
件
、
知
旬
、
富
力
、
記
憶
々
リ

雪
辱
、
芸

E語
な
い
か
、

一

ニ
ノ

一

ー
ダ
l
シ
ッ
プ
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
と
た
き
つ
け
た
ん
で
す
か
、
通
訳
が

「
l
i
l
l
l
i
--
一
慌
が
超
一
時
の
人
理
っ
た
か
ら
だ
想
い
の
か
n
去

平
H

と
い
う
言
葉

る
。
こ
れ
が
要
望
号
宅
遣
い
号
主
。
「
ア
メ
リ
カ
の
義
師
た
が
な
い
の
か
、
ト
ン
チ
ン
均
、
J
蓄

か
ら
、
飛
行
槽
代
だ
け
で
わ
大
変
、
ち
も
、
も
し
彼
が
ア
メ
リ
カ
に
生
ま
が
返
っ
て
さ
て
」

と
い
う
わ
け
で
、
行
っ
た
ら
一
年
で
れ
た
色
知
事
か
し
し
院
隅
固
く
ら
い
に
市
岡
亨
ん
の
あ
と
、
民
肢
は
を
窓

も
一
笠
十
で
負
制
彫
が
特
わ
る
ま
は
な
っ
た
る
?
と
絶
闘
し
て
い
ま
す
り
女
間
ナ
ィ
レ
ク
タ
l
幸
人
れ
て
い

で
庁
さ
っ
伊
〕
。
「
ス
タ
ッ
フ
の
中
よ
」
と
い
う
。
ふ
?
つ
の
ひ
弁
ほ
、
な
り

で
は
一
盛
思
手
れ
た
、
あ
り
が
た
い
未
醐
の
砲
族
と
い
う
と
、
遅
れ
て
い
「
ま
だ
デ
レ
ピ
に
語
っ
て
い
る
筒

品
作
」
な
の
だ
号
つ
待
て
矧
能
主
雪
思
い
こ
ん
で
い
る
の
同
開
賢
官
覇
話
量
に
な
っ

三
十
七
牛
円
本
ム
ア
レ
ビ
入
社
。
却
が
、
そ
れ
は
大
室
町
赤
い
で
「
知
能
て
い
て
、
本
当
に
現
場
に
出
て
い
る

湖
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
一
本
構
で
そ
の
私
の
は
百
器
時
代
名
現
代
も
か
人
が
少
な
い
よ
う
で

l
。
そ
の
点

す
す
む
。
仁
ハ
年
前
、
「
す
ば
ら
し
わ
ら
な
い
み
た
い
。
ち
が
い
は
毘
半
私
は
思
い
切
っ
た
ζ
と
が
出
来
玉
辛

い
開
界
旅
行
」
が
抽
ま
っ
た
餌
初
か
の
堆
聞
に
よ
る
均
酷
だ
け
で
、
未
開
せ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

色
、
時
時
ス
タ
y

フ
少
な
り
ヤ
ノ
ジ
ア
、
の
間
族
を
晶
臨
ま
で
州
出
匹
と
思

4
6

10万円の利息を比べると…
〈中間国債フ 7 ノドと銀行踊金〉

期間 中期園掴77ント 普通預金 1 ，事定期
(5.694抽 Iカ11/軒目 11.75%) (5.75% .. 

1カ月 475円 146円 146円

5カ月 2.396円 729円 729円

8カ月 3.860円 1.167円 2.833円

11力月 5.346円 1.604門 3.896門

あなたが必要な時が中期国債ファンドの灘期日です。

。 参加グループ・人敵

025-30グループで lグループ 20名以
内、計3∞名。尭器開望が多い朝合は、
地壊や内容専を勘案して選考し、事加グ

ループを決定する。選考結捕は7月末
日までに通知する。
。 所要経費 事加賀無料。轄表に必盟主主

組醐は、グJレ ブ(文は発卓者)の負担。
な布、旅賞、宿泊聞は委参加者負伺とする。

発表内密

マ活動報告(団体、学組、グル プ等)
マ学習事例発費

マ実技発表(コーラス、民語、フ活ー
クダンス、茶道、世道等)

マグループ紹介

宛表時闘は lグJレプ 20分以内。
受付けは57年5月25日同ヵ、ち7月10日
出まで。

様申込み及び闘い合わせは国立婦人鞍育会館

事業眠

公開講座 「女性学講座」

女性白昼が、自主的に生きていくための盗

開や、男女平等の遷成のための手がかりを槽

る槽金として「女性学輯座」を開腹していま
す。今年度は、 3牢択として、特に交の侵削、
男の役里町はどのようにつくられるカηE、園開
比較により考察し、これらをもとに、性別役
割分塑観の見直しを行い奇後の方向を傑るこ
とにしています。

O 閉日 ・期間
08月27日掛-29日 2泊 3目
。 主題 女の在剖刷、男の役割

一一 国崎比較の続点からの見直しー-
O 内君、珊聞

マ子どもの性格復酬の形成
fお茶の水女子大学鵬師〉
マ性役種別UQ)比較文化
間木やよい (評論家)

ママスコミと性日Y役割
井上初手 (和光大学酌教授〕

マ1せ界で女性学は
瞳校滞子 (京都梢華大学教疫)

マ女性学の醍題 シンポジウム一一
出席者=園時女性学会、日本女性学
会、日本女性学研究会、女性学研究
会。

事加者

女性学に闇心のある成人興支 120名
申込みは往復はがきに住所、民名、性

別、年齢珊輔、電話蓄号を但入して7
月17自由まで。

国立婦人報告会館事業課宛
埼宝県比企郡嵐山町哲名728

婦人学留，舌動交流発表会

(f期間5周年記念、女性フェスティパル〕
。趣旨開館5周年を記念して、会掴利用
者を巾心に日頃の学習活動や実践の成果を

発表する槽告を提供するとともに相互の交
流を行う。

01朝日
昭和57年11月19日幽-20日比) 1由 2目
。 書加者守会圃を利用した婦人団体、
嗣人半世、剛人71レ プ専で日頃の成果
の発患を希望するグループ〔文は代表者〕
で 2日閣の金目標出席できる人
マ都道府県指定都市教育霊園舎の推せ
んする間人グループ等〈文は、代表者〉で

日頃の成東を発表するグルーヲ(文は代

説者〉で2日間の全日程、出席できる人。

国~ 

。

(木曜臼〉

E画立同人教育会館が捕人教育や車庭教育に
間心のある人たちの実践的な酬悟、交流、情

報などを進めるための胞霞として、昭和52軍
10月にll:J揖開拍してから輔5軍を迎えよっと
していま寸 D 己の問、利用団体的7.3叩固体、
利用者も延べ4日目人を超え、出会し明、色、学
習へと輸が舷がってい正す。

そこで11月に開館5周年記念旬聞を叡け、
択の事揖を実摘する予定で、全国かち草加 ・
岬且さを呼びかけています。

5周年記念論文募集

らんさん便り

多彩な行事

開館51，'i]年迎え

昭和5ワ年6月 10日

nu回
目

u
エエロuu の
i
一
け
淵
叩

け
叫
…

「
ア
ン
ネ
の
日
記
」

へ
の
旅

“d輸

さ
に
つ
い
て
探
い
感
銘
宇
弐
J

吋
た
の

で
す
か
、
同
時
L
鞘
弔
の
曜
に
つ
い

て
も
深
く
考
え
さ
せ
ち
れ
た
H

と

正
中
に
寄
空
全
J

に
「
ア
ン
ネ
一
の
日

(3) 

黒
川
万
千
代
署

秋山さと子

o 

。一主題同人教育の充実をめざして 学
問と実践の輔を

。内容及び題目 宅闘に即して自由とし、
研究、寓践、意見など、同人教育の充輿 ・発

展に寄与するものである己とo。応碍規定
V応開園桔
凶人教育研究者及び閑人教育に関心の
ある個人文はグループ

マ原輔の制限

400平酷原幅用紙 (B4岡留き)20 
-30位〈図表別)未発表のものに限る。

マ閤軍事項

l困問には、醐文¢題目、民名、、生年
月日、適格先住所、電話番号、職業又

は所属団体等を査証に必ず記蹴する乙
と。

マ締切り
昭和57年8月31日制必着
iIl考方法選噌餐貝舎で応~oIñl原稿を寓
査のよ数点を優持貨として決定する。

慣秀賞発表唖秀賞の論文は10月下旬
本人宛に民定通知する， 11月17日悼の
掩表会(公開〉では、本人から発蓋し、

金曲発行の「財人教育情報」特輯司(!lB
相58年3月15口発行間7号〕に闇酬し、
酎金を進室。唖秀賞には買状を贈る。
O 選考委員 (7名〕
マ国立掴人教背金蝿運営委員会会長

週噌蚕員長斉腫 正

中根千世

人見鹿チ

増田れい子

空俊司

別府芭
樋田曙子

マ東京大学教皮

マ婦人問題企画推進本部書与

マ毎日新聞社嗣蝿委員

マ立教大学教授
マ文部省社会教育同長

マ国立同人教育会館毘

O 

。

れ
て
い
る
こ
勾
阿
故
き
び
し
い
ド

イ
ツ
軍
政
下
の
監
視
の
中
で
て
五
ヵ

H
も
、
八
人
の
人
闘
が
隠
れ
家
の
中

で
宝
続
宮
こ
と
が
で
き
た
か
、

うちの銀行一一一

太陽神戸銀行

目標達成へ大きく加速

ボーナスは期目指定定期
家族の期待も大きいボーナスを、おトクな⑮でさらに大きく。

⑨叛い専用の期目指定定期演金は ・銀行預金で最高の利回り。

お利息は1年ごとの複利計算。・お預入れ期間はl年以上、最長

3年。・'お引出 しは主希望の日に。・限度額の300万円まで

⑧枠をフルにご利用できます。 ・ぉ?買入れはれいんI~一通績で。

3年満期国債
2 1万 円年7.0"

9方3.曲ーO円..-手配

「榊 j骨」で傭硯

2年定期
1 1万 7.000円 ー暗-----_. -.-

年6.0%

6万3.360円- H! 

損害iI量ヨ田岡.

貸付信託 (5年)

1 4万 6，640円 ド 一一竿7.'" (~~=) 
硯事iI量..飽S覧

場2年定期 貸付信託15年)ltJ5%分."縦VJ:¥'o

さ
手
、
当
代
の
人
気
貯
膏
を
-
一
つ

紹
介
し
て
き
た
わ
け
炉
伊
、
時
耕
ち

し
も
サ
ラ
吋

T
マ
ン
の
聾
C
ん
は
待

暗
号
ボ
ー
ナ
ス
・
シ
ー
ズ
ン
。
ク
オ

リ
テ
ィ

・
ラ
イ
フ
実
現
の
た
め
に
も

新
U
い
阜
、
貯
葛
ノ
ラ
ン
を
見
語
レ

ア
ほ
い
か
が
だ
旦
雪
。

(
跨
隷
浜
野
証
券
)

0493-62-6711 8 

ノ、目
史ノ
l己」
まきこまれたか、いや、むしろ禍極的
にまじめに協力したかをE削に宥えあ
つれ己。

干355-02

捕

. 未来を開発する

，、三蓋電梅しっかりと小さいけれどi.1レかった、ごんなNalional 
多'i!J:!ds

/ 

はじめまじZ者灘グモコンで党
話題6漸機能持脱リモコンぐテレコマシゲーV)開級。

ちらl:6時間主企画、スピードサーそチャンオ.Jv"fo.y.ラマ「
魅力の3樋能をフノレ装備して一基マイコンピデオS7新登場。

ピデオ前面の傑作部分が取りはずせて、そっ〈りそのまま

ワイヤレスリモコンになる。三菱がピデオで初町て開発した

先進の犠能です。離れたとニろかh軽快・確実にソフト

ワンタッチ録作ができます。

HV-42∞形主な特畠亙び仕機
.従来のテープに3錯の録......で~ð..6崎間鍋蘭・... たい‘面がす阜《きがぜ
るスピ.，ザーテ・2週間の敏送...のゆ.吻8・・...温んで予約.，..~ヤンネル

プログラマー・ワノタyテ週周回1出ジyヨ〉電子チユナー・錫踊ロノク.才叶リ
ワインド相良繍・E噴出し・網島・高精度デジタル阿マ 内蔵・アフレコ/マイクミキyノ
タ'!t...付表示ラノプ.電":ACIぼW 如/骨i，・向.・力約・5wlタイマ
湿U予向電力8W).外形寸&・"1'岨)XI61(高~)x34以奥行)- -重量 14kg 

く注意表示〉を記してあります

化粧品をおf必、になる時は、説明子iitt.、っしょtこ

注意表示もぜひお読み〈だきい。

化粧品は肌に直接つけるものですから、資生堂

では安全性に細心の注意をはらってつくって~-;1;1'， 

しかし、$くのお客さまの中には、肌の性質やその

日の状態によって、時には肌に合わないこともあ

りま札そのような時のために、資生堂では、容器、

。傷やはれも町.i星しんかぶれただれ色穣興常伝どの担
棋がある臨む主にはおf費、、にならな、、で〈ださL、.
。化蛙晶がお肌に含わ伝いと引率、ご檀周唱をおやめ〈ださい‘
(j)1費用中、開み・"れかゆみしげさ伝どの異常があらわ
れた制.合
母使用したお飢に直射目先があたってよE己のような.""が
ぁ・3われた唱含
。ぞのまま化旺品暗田使用を聞けますと症状を想化させるニ
とがあり.す田で廃品科専門医.:t.t=I:'資金堂化睦品田売パ
・かお近〈的資金盆消貸者帽阻窓口にご帽値〈だ§い"

箱、説明書、パンフレットなどl二、いか、ろな形で

次のような注意表示を記してあります。

ピ手r完'57『~..同萎抑一一一間
⑬資生堂|広報室

.がんばりますバ恋もft!IH>.お料埋も。 -eiぃ!J;性のエリーてt，
ぬ総仇城主 明硝叫3

・ひとり暮らしをエンジョイしますL学生議必や臼炊iJktングのエリーで丸ei酋の嫡からお料理~1二 ~jの裂しみが広がるエリーで士一

《

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

い

。

お

金

の

受

取

の

ぺ

こ

れ

ま

で

の

貯

Z
E孝
君

主

っ

た

く

号

、

征

先

る

こ

の

重

自

2い
う
点

り

ほ

旺

愛

罪

叫

り

す

れ

時

「

短

期

の

貯

蓄

や

、

換

金

受

託

あ

窓

口

へ

現

空

白

箪

を

持

は

、

大

き

な

魅

力

弓

利

息

は

毎

年

ω

建
ク
オ
リ
テ
ィ

・

7
2い
皇
室
く
胡
く
o
平

た

く

い

-

母

、

質

損

害

で

も

一

日

窓

口

で

も

い

い

し

吊

す

い

喜

由

品

低

い

」

っ

て

い

埼

E
Z輔
で
で
士
一
月
来
月
に
き
里
告
で

A
r

f

正
安
が
。
草
壁
揖
辛
躍
の
重
体
力
を
つ
け
ぶ
宅
£
立
っ
て
物
心
富
で
の
容
色
「
お
禿
芸
を

H
H
H
A
M
融

機

閣

の

き

杭

て

い

h

九。
し
か
し
盟
国
慣
貴
宅
申
し
込
み
の
単
位
は
一

O
方

ボ
ー
ナ
ス
の
き
に
君
主
。
サ

《

は
か
君
が
狙
誌
か
つ
て
の

3
一
豪
華
事
者
、
再

E「
タ

ル

パ

三

ス

を

口

事

揮

官

フ

ァ

ン

ド

2ぎ
に
そ

S
E一
万
盟
主
蓄
え
イ
フ
を
害
事
に
と
っ
耳
、
軍

《

害
し
て
い
る
点
に
、
重
量
と
し
て
の
開
票
を
き
。

u

は

そ

れ

に

重

ん

を

倣

っ

た

わ

り

可

処

一

喜

一

g万
円
ま

Z
F
O
Y」
蓄
量
と
い
え
よ

《

す
己
た
ク

3
7
fラ
イ

フ

意

書

雪

量

管

重

量

F議
選

画

で

…

で

を

れ

る

。

申

し

込

事

量

鉄

、

若

襲

い

に

き

も

う

。

利

率

は

年

七

・

露

。

富

一

乙
の
辛
つ
に
、

Q
U方
円
申
し
込
ん
だ
井
智
吾
と
、

《

も
、
司
缶
詰
棄
さ
薬
事
起
己
っ
て
い
る
。
，
金
利
選
好

H
a
f壱
弘
、
日
本
人
車
種
目
一

世

入

れ

が

自

由

⑮

と

「

特

別

⑧

」

の

二

つ

の

無

税

枠

が

使

え
半
年
主
に
=
一
万
五
、
只
直
子

伝
統
的
に
安
全
性
・
換

金

量

3
5
C」
へ

き

で

霊

に

利

回

り

車

部

の

傾

向

事

め

て

い

る

も

に

で

実

し

か

も

手

頃

な

期

間

で
好

利

回

り

つ
受
取
れ
る
。

へ

征

雲

事

「

中

国

慣

フ

ァ

ン

ド

」

や

「

コ一年
荷
留
慣
」
が
揮
発
型
ヒ
ッ
ト
し
で
い
る
の
が
何
よ
一
一

厚
た
期
間
L

応

さ

て

一
-
毒
菌
置
の
他
喜

ん

玲
計
結
誤
認
当
日
付
吾
首
諸
民
間

E
4和
蜘
国
白
雪

山
な
射
器

《

ラ
ン
ス

2岳
、

ク

オ

リ

テ

ィ

青

の

需

人

の

ハ

ー

さ

辛

口

定

と

い

き

。

利

息

を

受

取

れ

巳

川

河

川

川

崎

直

崎

川

」

ぎ

わ

「

一

E
q
p

《

ク

J
7
7ラ
イ
ヨ
の
一
照
時

い
い
主
皇
室
向
の
時
代
。
草
色
、

5
7イ
?

;

」

に

定

い

喜

!

?

配

川

引

引

引

事

で

担

言

語

嬰

」

れ

な

い

無

税

《

タ

イ

ル

に

台

っ

マ

究

き

室

炉

室

主

い

お

匂

リ

盟

主

事

高

国

債

フ

ァ

ン

E
人
気
聖
一

tて
君

宇

に

確

保

で

事

。

決

宮

翼

て

Z別
枠

Eに一

《

巴

金

利

の

霊

闘

い

草

宣

言

宙

空

間

5
Eチン
キ

Z告
人

雪

一

員

閉

ま

で

一

塁

い

《

舎

い

え

き

。

に

つ

い

喜

善

に

で

電

話

し

、

護

霊

で

《

い
つ
で
宙
開

5己
と

だ

。

重

重

は

有

利

算

委

ポ

だ

し

か

間

甘

さ

い

。

「

宮

」

《

科

目

諸

説

刊

詩

F
Uお
い

し

、

解

雪

崩

な

5
2
i
u
M幹諸
説

射

場

長

れ

《

出

の

習

に

は

お

宗

国

言

。

と

利

害

請

に

苦

言

。

昔

の

火

事

補

い

、

毒

事

正

り

高

層

努

ほ

章

一二

五

五

Z
E

《

川

唱

か

に

も

、

二

年

、

膏

レ

て

い

る

人

は

、

宇

ぐ

「

罰

M

d
詰

息

@

一

一

軒

軒

子

小

.

塑

…

話

器

《

B

年

間

自

固

ま

で

九

九

、

八

員

、

富

一

《

慣
が
君
。

E

十
四
皇
で
一

O
方
一
円
主
っ
て
お

小

問

地

九

誠

一

部

諮

問

い

《

年
盟
国
慣
の
み

清

閥

、

一正
で
お
こ
う
。

《

を

界

し

き

。

む

小

諸
刊
誌
協

定
期
の
年
六
・

o
-i
闘

の
奪
量
便
器

貯
金
・
三
年
以
ょ

を

円

の
笠
ハ
・
只
》

⑭

闘

に
比
べ
断
然
高

抑

制

弓
己
の
覇
回

市

ぼ

り
処
裏
金
問

tOよ切f?幻;T31Z13tiLコ;::ZE掴.
当F事前a園子....75医霊童書
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価格もシェイプ・アップして、注目の5万円台を知見。

電子レンジは、グッt身近な存在になりました。

小さな大物。ヨンバクトながら500W(高周耐の出力

ですから、スピード調理のう軽しさを存分味わえまも
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大

阪

市

地

域

婦

人

団

体

協

議

会

一

い

ま

す

が

、

こ

の

連

筋

は

ご

存

知

の

く

評

価

さ

れ

て

お

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

-
A
2
A
E

(
山
根
隆
玄
室
、
会
員
十
七
万
名
こ
よ
う
に
世
界
的
に
大
き
な

流

れ

と

な

い

ま

す

。
私
共
大
阪
市
に
お
草
色

川

"
司
直
圃

の
昭
和
五
十
七
年
度
盤
霞
五
月
二
一
っ
て
お
る
と
と
も
確
か
で
三
C
い

ま

で

も

皆

綴

方

の

積

極

的

な

と

協

力

を

川

L
A劃
U
N

卜

八

日

午

後

一

時

半

か

ら

天

王

寺

区

一

す

。

し

か

し

実

際

の

地

域

活

動

は

理

頂

き

な

が

ら

消

費

者

セ

ン

タ

ー

の

開

‘l
E
L引

上
汐
町
五
丁
目
の
霊
婦
人
会
館
ホ
一
想
通
り
に
準
ん
で
い
る
と
は
学

L

設
、
消
費
者
保
護
条
令
の
制
定
胆
吋

t
E目
、

l
ル
で
開
催
さ
れ
た

o

E

申

主

宰

ん

。

国

の

レ

ベ

ル

で

は

ま

た

乙

の

四

月

か

ム

ぽ

消

賞

者

審

織

川

主
市
司
叫

最
初
に
山
一
根
会
長
か
ら
、
「
生
活
一
園
田

aE幽
、

大

阪

市

で

も

婦

人

思

わ

ぬ

被

害

に

夢

¥

人

も

ふ

え

て

い

一

会

の

ご

意

見

を

基

に

い

た

し

ま

し

い

Y
川

|

震

の

変

句

特

に

高

軽

装

に

一

問

題

に

は

色

々

な

自

意

義

聖

ま

す

。

私

ど

も

も

巨

費

者

に

な

一

て

、

曹

聞

の

口

費

、

費

量

を

定

戸

、

・

対

応

す

る

た

め

に

、

共

に

学

習

し

な

石

研

て

い

ま

す

が

、

そ

れ

を

地

域

な

る

べ

く

、

学

習

載

を

実

施

し

た

い

一

め

る

な

Y

滴

費

者

起

に

カ

を

注

い

，d
h

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
男
性
一
り
、

或
い
は
家
庭
で
、
#
才
一
を
ふ
か
せ
、

と
思
っ
て
お
皇
子
」
一
で
ま
い
り
ま
し
た
。

川

汁

?

の

理

解

と

一

協

力

も

必

要

で

あ

り

、

地

一

或

い

は

花

を

咲

か

せ

て

官

¥

と

い

う

続

い

て

名

重

量

の

大

島

靖

大

阪

一

大

阪

市

で

は

四

月

の

機

構

改

革

で

川

ιι
ゴ

域

の

密

切

量

絡

が

い

っ

そ

う

、

必

要

一

乙

と

が

求

め

ら

れ

る

わ

け

で

す

。

も

市

長

は

「

乙

の

消

費

生

漬

口

理

化

協

一

市

民

の

生

活

に

直

苧

J

る
行
政
部
門

L
P献
M
ー

に
な
る
」
と
会
員
の
結
束
を
呼
ぴ
か
一
ち
只
γ
ん

我

々

行

政

と

い

た

し

ま

し

て

会

が

昭

和

四

十

一

年

の

二

月

に

結

成

一

を

一

元

化

い

た

し

ま

し

て

市

民

生

活

'

』
‘
同
州
什

け

る

あ

い

さ

つ

が

あ

り

、

続

い

て

大

一

も

、

財

政

的

に

も

非

常

に

厳

し

う

申

じ

さ

れ

ま

し

て

以

来

十

五

年

の

歳

月

が

一

局

を

新

設

い

た

し

ま

し

た

。

皆

壁

万

1
4園
田
4

阪

市

教

育

委

員

会

の

八

木

社

会

教

育

一

ざ

い

ま

す

。

な

か

な

か

思

っ

き

に

流

れ

た

の

で

「

き

い

ま

す

か

、

早

め

一

も

こ

れ

ま

で

の

活

動

実

繁

華

に

さ

川

コ

川

4
・一

票
次
の
さ
つ
に
あ
い
さ
っ
し
た
。
一
は
行
か
な
い
と
い
う
の
が
実
際
で
ご
一
大
阪
市
消
民
生
活
合
理
化
協
会
一
あ
的
手
。
語
申
し
き
志
し
た
函
皆
線
方
が
消
資
生
活
向
上
の
た
一
れ
ま
し
て
一
層
の
ご
尽
力
を
賜
り

町
田
.

.

 ，

「
埜
冨
教
貰

ω様
々
の
部
会
で
常
一
ざ
い
ま
す
が
、
出
来
個
葛
だ
け
誠
意
一
(
山
綬
隆
一
工
董

・
有
力
六
婦
人
団
一
訪
問
販
売
わ
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
こ
め
、
極
め
て
活
発
な
活
動
を
展
開
さ
一
ま
す
る
さ
つ
ご
期
待
宅
占
げ
た
い
と

川

、
.
，
v

に
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
を
腸
わ
三
を
も
っ
て
望
み
た
い
と
与
え
て
山
ま
一
体
で
結
成
・
会
員
四
十
五
万
名
)
の
一
て
昭
和
五
十
一
年
に
「
訪
問
堅
窪
」
一
れ
て
妻
り
れ
ま
し
た
壌
は
餓
に
感
謝
一
存
法
手
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
の
あ

川

r
F
J

て
お
る
訳
で
芸
い
ま
し
て
教
育
一
す
の
で
協
力
を
お
願
い
致
年
す
」
函
翌
十
七
年
度
撃
は
五
月
六
日
一
が
制
警
れ
望
者
保
哨
拐
事
竺
に
縫
え
な
い
次
第
で
♀
cい
ま
す

o
E来
賓
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
て
、
神
戸

。

/
l
v

委
員
会
と

K
Eて
も
早
め
点
、
心
一
重
複
査
李
婦
人
教
育
課
長
も
一
(
木
)
午
後
一
雪

δ
分
か
ら
天
王
一
ち
契
約
後
の
解
約
な
ど
に
つ
い
て
一
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
塑
盆
寸
或
一
敏
子
副
室
長
を
鎌
田
置
に
潜
ん
で
総
会

川

弘

F
M

言
語
を
い
た
し
て
お
旦
手
。
一
事
慰
霊
に
わ
た
る
活
動
に
つ
一
寺
区
寺
町
五
丁
目
の
大
阪
市
立
帰
一
も
、
規
定
し
て
い
ま
す
が
、
モ
ニ
タ
一
い
は
歳
末
パ
ト
ロ
ー
ル
、

ζ
つ
い
っ
一
の
撃
に
入
っ
た
。
昭
和
五
士
ハ
年

・4訓町プ

国
連
婦
人
の
一

O
年
が
丁
度
後
半
期
一
い
て
称
績
と
今
後
を
期
待
す
る
と
の
一
人
会
館
ホ
l
ル
で
、
名
霊
童
の
大
了
調
査
で
は
四
O
%は
知
ろ
な
い
P

一
た
活
動
の
ご
努
力
は
新
聞
で
も
よ
く
一
度
事
業
報
告
が
山
目
撃
常
任
理
事

t
E
R削
'

に
入
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
等
・
一
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。
一
島
靖
大
阪
市
長
も
出
席
、
盛
大
に
開
一
新
王
室
勾
設
も
次
々
と
出
来
て
、
一
報
道
さ
れ
ま
し
て
、
各
方
面
か
ち
高
一
か
ら
、
続
い
て
中
川
久
子
常
任
理
事

川

汁

骨

量

-
平
和
を
雪
い
た
し
ま
し
て
」
の
あ
高
校
郷
子
、
加
害
、
一
催
さ
れ
弓

一議

ぷ

im'闘要
か

ら

昭

和

五

士

ハ

皇

室

報

E
S
E
-

て
、
婦
人
の
地
位
の
向
上
、
延
商
函
包
富
江
、
式
井
俊
平
ゐ
四
名
の
一
ま
ず
、
大
林
志
栄
一
製
童
が
、
次

i
!
g

週
aj
ag伽
園
田
圃
盟
圃

告
が
あ
り
、
異
織
な
く
震
時
統
い

}
H
q

な
参
如
と
い
う
乙
夫
妻
現
す
る
た
一
退
任
理
事
に
山
根
会
長
か
ら
記
念
品
-
の
山
般
会
長
の
あ
い
さ
つ
を
代
議
し

'

i
i
B
E
B
E
E
-
-
E
厩
A
闘
W
3け
幽

圃

圃

醐

て
小
笠
原
監
査
役
の
警
報

E

-

，

め
に
皆
警
が
力
室
ロ
せ
て
乙
れ
一
が
贈
呈
C
れ

た

。

一

た

。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
咽

J
閣

制

園

調

岨

署

a躍

和
五
十
七
年
度
重
針
聞
き
が

か
ろ
の
理
署
し
て
頂
く
訳
で
豆
C

一

一

「

償

鎚

主

要

撃

く

震

は

非

圃

・

・

・

・

・

・

・

・

圃

・

司

副

幽

官

醸

岬
山
田
松
子
常
任
理
事
か
ち
次
の
さ
つ

一

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
・

7
4明
w

a問
自
国
圃
国
弘

会

則

一

部

変

更

一
言
厳
し
く
、

Z中
で
家
庭
の
台

.

.

.

.

.

.

.

 

ーい
h
Lゆ
幽

明

都

に
提
妻
。
れ
、
と
れ
も
満
場
一
致
で

高
を
頒
か
る
主
控
管
手
ん
な
工

圃

・

・

・

・

・

・

・

・

・

白

即

掴

副

司

j

承
警
れ
た
。

h
-
-
E
V

事

業

も

承

認

一

室

長

、

主

も

ま

た

か

と

圃

・

・

圃

・

・

J
W3一
三

糊

単

語

題

専

門

講

座

‘
 
...... V

一
く
菱
自
に
立
た
さ
れ
て
お
り

目

・

・

・

・

園

町

‘

長

男

M

口

懇

雲

重

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

圃

伊

式
典
は
こ
れ
で
終
了
し
、
い
っ
た
王
す
。
特
に
訪
問
販
売
に
よ
る
ト
ラ

圃

-------FF晶司
会

;

閉

(4) 〈木曜日〉

退任理事に記念品

昭和5ワ年6月 10臼

大阪市地婦協
57年度総会

安署ノ、来斤匹靭国

..縮減30:癒年:懇親..ヨ::::::
盛躯母と子の共励会調躯

釜~(第三種劉更物認可}

常
に
学
習
を
怠
ら
ず

治
理
化
付
事
業
計
画
な
ど
承
認

名誉会長大島靖大阪市長

のあいさつ

制
度
の
上
で
は
前
進

生野区大会で秩父宮妃御歌斉唱

そ
の
歩
み
の
上
に
新
し
い
明
日

母
と
子
の
共
聖
ロ
結
成
一
一
干
周
年

記
念
大
会
が
各
地
区
で
次
々
開
か
れ

て
い
る
が
、
五
月
は
、
生
野
区
と
福

島
区
で
そ
れ
ぞ
れ
三
十
周
年
を
祝
っ

た。
乙
の
三
十
年
の
聞
に
は
自
サ
を
鍾

い
な
が
ら
、
人
に
は
一
事
え
な
い
辛
い

こ
と
も
母
子
家
庭
の
人
た
ち
に
は
あ

っ
た
に
違
い
な
い
が
、
制
度
的
に
は

か
な
り
前
進
し
た
。
昭
和
三
十
九
年

に
は
待
望
の
「
母
子
福
祉
法
」
が
制

定
さ
れ
、
母
子
年
金
、
母
子
福
祉
貨
資

金
、
児
童
福
祉
草
当
等
の
道
が
開
か

れ
、
さ
ら
に
一
昨
年
に
は
「
母
子
家
庭

医
療
賀
助
成
制
度
」
、
乙
の
四
月
に
は
二
ニ
丁
国
の
生
野
区
民
セ
ン
タ
ー
ホ
l

「
母
子
福
祉
法
」
が
「
隠
子
及
内
務
一
ル
で
。

阿
梅
祉
法
」
と
改
め
ろ
れ
た
こ
と
な
一
語
、
秩
父
宮
妃
殿
下
御
歌
斉
唱

ど
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
と
と
で
、
三
一
に
続
い
て
ニ
宣
言
野
会
実
か
「
査
E

十
周
年
を
匂
つ
各
会
場
で
は
、
各
会
一
結
成
当
時
は
戦
後
間
も
な
い
朴
套
湿

度
、
来
賓
と
も
と
う
し
た
歩
み
が
ふ
一
乱
の
中
で
、
頼
り
と
す
る
夫
を
失
つ

り
か
え
り
、
さ
ら
に
革
を
取
皇
口
っ
一
た
私
達
に
と
っ
て
立
場
を
同
じ
く

て
、
新
し
く
鐙
か
に
生
活
を
切
り
開
一
す
る
会
員
相
互
の
履
か
い
励
ま
し
は
、

い
て

{q」
マ
と
呼
び
か
け
て
い
た
。
一
な
に
も
の
に
も
か
-え
か
た
い
精
神
的

生

野

区

母

と

子

の

一

室
-
え
で
あ
旦
志
し
た
。

一
志
閣
制
度
も
改
善
さ
れ
、
会
独
一
表
実
事
業
部
功
労
者
表
夷
優
良
三
重
重
に
贈
呈
さ
れ
ち
震
に
一
近
年
、
社
会
経
済
の
情
察
、
歪
耳

共

励

会

〈

二

三

門

野

会

長

)

一

自

主

君

事

、

喜

一

塁

号

室

票

続

い

た

。

一
金
号
、
「
生
き
ぬ
く
白
百
合
」
一
言
時
か
ら
大
雪
害
、
家

一
付
け
鰐
璽
E
の
事
業
な
ど
も
、
皆
様
一
大
島
清
大
阪
市
長
、
大
林
志
栄
大
一
を
斉
唱
し
、
奮
穴
代
理
事
の
盟
冨
庭
生
活
の
薗
で
も
、
核
家
族
化
や
人

五
昼
干
三
目
、
生
野
区
勝
山
北
一
の
好
評
を
得
て
軌
道
に
の
皇
志
し
た
。
一
阪
母
と
平
め
共
慰
霊
長
、
豪
府
一
の
震
で
第
一
部
は
終
了
し
九
一
間
疎
外
の
傾
向
が
準
ん
で
お
空
宇
♀

一
い
茎
賓
の
皆
同
空
巣
に
、
母
子

・
一
会
議
員
代
表
、
森
一
笠
思
議
員
代
表
、
一
容
蔀
は
食
雰
互
選
が
義
一
含
」
そ
査
E

の
そ
の
時
宜
に
か
な
っ

一
寡
婦
徳
祉
の
向
上
に
、
更
に
鍔
力
す
一
さ
色
に
区
内
各
観
団
体
代
表
と
し
て
一
芸
を
楽
し
ん
有
一
た
活
動
が
切
に
望
小
れ
る
と
と
ろ
で

-aE
つ

一
る
乙
と
を
お
留
い
い
た
し
ま
す
」
と
て
一
重
量
興
会
長
ろ
の
祝
辞
が
相
一

福

島

区

母

と

子

の

一
あ
り
ま
す
』
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
下

圃

圃

圃

ー

ま

一

あ

い

さ

つ

。

一

穴

、

だ

。

客

室

著

代

表

の

お

し

一

一

東

会

長

と

、

上

野

区

憂

か

ら

大

阪

福

岡
園
田

'f一一

i

u

j

¥

一
共

励

会

長
ナ
ラ
エ
会
長
)
一

-
聞
圃
園
口
幅

制
U
P

一
続
い
て
山
崎
仙
松
笠
野
区
長
の
激
一
の
言
葉
を
横
田
喜
代
子
理
事
カ
近
一

一
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
と
、
ク

圃

圃

・

1
純
一
励
の
言
葉
主
付
政
努
力
を
約
束
す
る
一
ベ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
拍
手
の
う
ち
一
五
月
主
ハ
品
午
後
二
時
か
ろ
一
ラ
レ
共
栄
株
式
会
計
代
表
に
感
謝
状

.

.

.

 

智
一
一
俊
剛
容
号
、
会
報
告
と
益
課
一

εに、お
祝
担
い
の

2花東
察
が
山
出
崎
区
長
警
ど
ど
一
福
翼
島
区
堅
吉
口
轟
野
町
聖
三
子
一
丁
目
の
福
重
島
区
基
役
一
が
高
贈
呈
警
ぎ
れ
、
ま
芝
た
男
会
貧
員
に
量表

一

l
i
l
l
1
1
1
--
』
I
S
1
11
1
1
1
1
1
1

一
所
付
設
体
育
会
館
ホ
1
ル
で
。
一
彰
状
が
贈
宰
ぎ
れ
る
。
優
良
市
母
子
家

少
々

・
し
よ
う
ゆ
フ

6∞
・
場
小
さ
一
恒
例
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ
と
、
下
一
庭
の
母
に
会
長
と
区
長
よ
り
表
彰
状

。
.

サ

ワ

|

漬

け

じ
!

砂
糖
大
さ
じ
l
・
存
〆
何
百
一
東
会
長
が
次
の
よ
う
に
あ
い
さ
つ
。
一
と
記
念
品
が
積
り
れ
、
こ
れ
に
対
し

E

E

B

E

-

'

-

j

a
-

-

∞
を
空
ぴ
ん

γ点
料
が
全
部
ひ
た
る

一「
昭
和
五
十
五
年
士
一
月
に
『
母
子
一
て
受
彰
者
か
ら
お
礼
の
言
葉
が
述
べ

湾

同

調

}

制

椴
物
一
昨
・
米
酢

・
特
滋
酢
に
は
、
さ
つ
に
入
れ
、
フ
タ
を
し
て
冷
蔵
昭
一
ク
ラ
ブ
』
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
若
一
ら
れ
た
。

時引

i!一
日

罪

き

く
、
酢
を
加
え
て
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
。
一
い
お
憶
さ
ん
方
に
加
わ
っ
て
要
一
乙
の
あ
と
来
賓
の
室
、
廃
選

で
漬
け
こ
む
新
し
い
タ
イ
プ
の
お
漬
マ
半
日
1
四
日
後
位
ま
で
が
食
べ
一
よ
り
一
一
回
活
力
の
あ
る
も
の
に
し
て
一
出
の
市
、
府
会
議
員
を
代
表
し
塩
田

一
句
い
ろ
い
ろ
な
根
妻
サ
ラ
ダ
頃
。

一い
く
と
と
も
に
、
相
互
協
力
量
一
吏
議
員
や
喜
望
興
会
会
長

4
J

感
覚
で
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
マ
調
味
料
を
変
え
れ
ば
、
和
風
、

中

一さ
ら
に
大
ぎ
く
し
て
行
き
た
い
所
存
一
の
祝
辞
が
続
き
、
下
東
会
長
に
浜
野

w

る
、
さ
っ
ぱ
り
と
お
い
し
い
減
寝
漬
筆
風
な
ど
、
お
好
み
の
タ
イ
プ
が

一で
♀
c
い
ま
す
」
続
い
て
上
野
政
治
一
春
子
福
島
区
地
域
婦
人
団
体
協
議
会

幽

物
で
す
。
お
食
事
、
お
つ
ま
み
、
お
出
来
る
。
(
に
ん
に
く
、
し
よ
う
一
福
島
区
長
は
「
苦
労
に
立
ち
向
う
母
一
会
長
か
ら
お
祝
い
の
花
束
が
贈
呈
吉

、

茶
づ
け
に
と
っ
号
が
、
七
味
、
ゴ
マ
油
な
ど
)
一
の
姿
を
見
て
大
き
く
な
っ
た
子
供
逮
一
れ
た
。
第
二
部
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

w

・
材
料

(
き
ゅ
う
り

2
本
・
大
根
3
マ
材
料
も
、
セ
ロ
リ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
一
の
多
く
が
今
日
の
我
が
国
の
繁
栄
を
一
第
三
部
は
お
楽
し
み
の
「
福
引
〉
」
、

“
oマ
に

ん

P
守
口
匂
を
拍
子
木
玉
ね
ぎ
、
か
ぶ
な
ど
で
工
夫
竜
一
支
え
て
い
る
人
選
で
あ
る
と
考
え
ま
一
た
っ
ぷ
り
出
席
者
を
楽
し
ま
せ
た
半

一
切
り
文
は
乱
切
り
に
)
マ
容
器
も
タ
ッ
パ

l
、
コ
ー
ヒ
ー
空
一
す
。
草
の
中
で
こ
そ
人
へ
の
思
い
一
目
だ
っ
た
。

一
-
翻
味
液
は
酢
四
O
∞
・
花
か
つ
お
ビ
ン
な
ど
い
ろ
い
ろ
。
一
や
り
が
育
つ
も
の
と
思
つ
の
で
す
。

i凶噌明‘輔副v ‘胸絹掴鴎・凶01 1
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時
一
八
〈
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やっぱり仕上げが違L、ます/
、手料理にヒガシマルおいしL

ヒカシマY陪油

昧の決め手は調昧料ですD季節の材料のうまみを

引き出して、色美しく仕上げるヒガシマjレ。

400余年の伝統に磨かれた、この品質がモノをし川、ます。

お料理にちょっと差をつけますO

上手に憤って上手に節電

SHARP ，~I !iIJ;ンァタダ
テレヒ似気者を師。(OlJi家の人気者佐藤る。

白う1:外へ飛びだしてカメラ蹴りι

t

t
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